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Abstract
　Genre  in manga has been  increasingly problematized  in  recent years, particularly given changing readerships across 
genders; movement away from magazine-centered reading; and increased interest in genre and its functions. As a result, it 





more  text  outside  of  speech  bubbles  and more  realistic  speech  patterns, whereas  shōnen-manga  appears  to  use more 
specialist terms and stereotyped, yakuwari-go （role language） speech patterns, shaping shōjo-manga and shōnen-manga as 
locations  of  intimacy  and  fantasy,  respectively.  However,  as  expected  following  recent  analyses  of  genre  as  fluid  and 
dynamic, these characteristics are not exclusive to either shōjo-manga or shōnen-manga, but rather overlap in crucial ways. 
The  role  of  comic magazines  also  becomes  apparent  as  a  place  to  regulate  these  differences  and  to  allow  for  gradual 
























































































































































































ジャンル 題名 作者 掲載雑誌 出版社 連載開始 連載終了
僕等がいた 小畑友紀 別コミ 小学館 2002年10月 2012年2月
君に届け 椎名軽穂 別冊マーガレット 集英社 2005年9月 ―
NANA 矢沢あい Cookie 集英社 1999年10月 ―
のだめカンタービレ 二ノ宮知子 Kiss 講談社 2001年7月 2009年10月
ラブ★コン 中原アヤ 別冊マーガレット 集英社 2001年9月 2006年12月
DEATH NOTE 大場つぐみ・ 小畑健 少年ジャンプ 集英社 2003年12月 2006年5月
銀魂 空知英秋 少年ジャンプ 集英社 2003年12月 ―
名探偵コナン 青山剛昌 少年サンデー 小学館 1994年1月 ―
NARUTO -ナルト- 岸本斉史 少年ジャンプ 集英社 1999年11月 2014年11月




















表 ２ ：文字情報の種類（Unser-Schutz, ２0１２より調整）










































少女マンガ 219,513 66.22% 52,427 15.82% 8,839 2.67% 15,904 4.80% 10,115 3.05% 21,622 6.52% 2,394 0.72% 682 0.21% 331,496
少年マンガ 280,455 78.59% 40,056 11.23% 4,819 1.35% 15,539 4.35% 12,584 3.53% 1,209 0.34% 162 0.05% 2,022 0.57% 356,846
合計 499,968 72.63% 92,483 13.44% 13,658 1.98% 31,443 4.57% 22,699 3.30% 22,831 3.32% 2,556 0.37% 2,704 0.39% 688,342
ジャンル
文字情報の種類



































































































































































（青に白いテキストが人名；淡青に黒いテキストが 1 人称 ・ 2 人称の人称代名詞；紅色に白いテキストが用語。％は、
作品内の全名詞中のパーセンテージを示す。統一性のため、各単語の表記は標準化されている。）
合計
1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位 %
ヤノ あたし 何 俺 事 御前 タカハシ 人 ヤマモト ナナミ 3,837
160 106 105 96 90 71 66 61 53 47
サダコ カゼハヤ 何 事 あたし 私 俺 ヤノ クロヌマ あんた 4,055
192 135 111 93 91 87 83 78 77 76
ナナ あたし ショウジ 事 何 俺 御前 あんた 其れ ジュンコ 6,376
243 220 145 143 137 125 105 93 88 73
チアキ 何 ノダメ 俺 先輩 私 オケストラ 事 御前 指揮 4,820
168 119 113 111 108 107 85 74 61 58
何 オオタニ 俺 あたし 事 リサ 御前 其れ コイズミ 男 5,181
222 207 137 135 134 119 88 81 77 65
キラ 事 エル 私 捜査 僕 警察 人間 其れ 者 9,358
352 303 194 158 130 120 119 117 111 98
事 私 犯人 貴方 其れ 何 人 此れ 俺 探偵 7,630
174 157 111 109 99 85 81 80 79 79
何 俺 御前 事 物 てまえ 奴 此れ 馬鹿 私 7,044
200 181 165 142 105 98 83 77 66 65
御前 俺 何 事 ナルト 其れ 忍者 術 先生 サスケ 4,765
176 156 120 113 110 74 67 64 54 51
俺 何 海賊 事 御前 馬鹿 ゾロ 私 てまえ 彼奴 6,776









































































表 ５ ：登場人物の性別による「台詞」の量と登場人物の数（Unser-Schutz, ２0１５より調整）
全数 レンジ 平均数
男性 46,844 43.07% 181 22 ~ 59 36.20
女性 60,944 56.04% 182 16 ~ 54 36.40
男女の集団・性別不明 968 0.89% - - -
オノマトペ - - -
動物 2 0.00% - - -
合計 363 38 ~ 115 72.60
男性 126,869 83.39% 526 42 ~ 119 105.20
女性 23,945 15.74% 77 4 ~ 31 15.40
男女の集団・性別不明 1,138 0.75% - - -
オノマトペ - - -
動物 196 0.13% - - -













がある。その比率は最低でも 2 ： 1 であり、最も不均等な作品では22： 1 であった（「ONE PIECE」）。一方、少女マン























































































のかもしれないが、その読み方 ・ 接し方 ・ 作り方が大きく変わる可能性が否定できない。大手出版社も、こういった変
化を意識し、インターネットでの位置付けを自ら確保する新しい動きも観察することができる。例えば、少年ジャンプ
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